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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

液体試料は電子顕微鏡を用いて構造解析を行う際、試料を真空下においてしまうた
め乾燥によるアーティファクトが生じる。アーティファクトを排除した上で評価を
行いたく、日本電子社製Cryo-TEM(JEM-2100F)およびGatan社製クライオトラン
スファーホルダーを用いて溶液状態における材料の形態観察を行った。

実験
Experimental

試料はPGME中に溶解させた有機微粒子であり、これをマイクログリッド膜貼付メッ
シュに滴下しLeica社製自動凍結装置にて急速凍結させた。凍結させた試料をクラ
イオトランスファーホルダーに取り付けJEM-2100FにてCryo-TEM観察を行った。

結果と考察
Results and Discussion

100nm程度の有機微粒子が凝集し1um程度の2次粒子を形成している様子がとらえ
られた。通常のTEM観察において同程度のサイズの2次粒子が観察されていたため、
溶液中においても粒子が凝集していたことが明らかとなった。
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